




# 2 日本のはえ縄のコホート別 CPUE  
 
図 3. 日本のはえ縄のコホート別ノミナル CPUE (CCSBT– ESC/0609/40、図 1.3
より)。 
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#4 & #5 インドネシアによる漁獲と年齢組成 
 
図 4. 産卵期ごとの産卵場で漁獲された SBT の体長組成 (柱) 。 灰色の柱はサ

イズの中央値を表す。産卵期は前年の 7 月 1 日からその年の 6 月 30 日までと

する。比較のために 2003/04 (n=121)、2004/05 (n=685) 、2005/06 (n=311)の産

卵期に産卵場より南で漁獲されたと思われる SBT の体長組成を示している 
(灰色の線)  (CCSBT– ESC/0609/19、図 11 より)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



#4 & #5 インドネシアによる漁獲と年齢組成 
 
図 5.  産卵期ごとの産卵場で漁獲された SBT の年齢組成 (柱) (直接年齢査定に

基づく) 。産卵期は前年の 7 月 1 日からその年の 6 月 30 日までとする。 灰色

の柱は年齢群の中央値を表す。比較のために 2004/05 年の産卵期に産卵場よ

り南で漁獲されたと思われる SBT の年齢組成 (灰色の線) を示している 
(CCSBT– ESC/0609/19、図 9 より)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



#4 & #5 インドネシアの漁獲と年齢組成 
 
図 6. インドネシアによる漁獲の 二つの年齢グループの漁獲尾数と重量のトレ

ンド (CCSBT– ESC/0609/40、図 4.1 より)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
#7 音響調査による西オーストラリア沖の 1 才魚の推定値 
 
図 7.  音響調査による西オーストラリア沖の 1 才魚の SBT の各指数の平均に

対して標準化された加入指数。(Itoh and Nishidia 2003、 Itoh 2005)  (CCSBT– 
ESC/0609/37、図 13 より)。  
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#8 オーストラリア大湾における航空目視調査指数 
 
図 8.  航空ライン・トランセクト調査で得られた 1 月、2 月、3 月の目視デー

タに基づく相対的豊度推定値のトレンド。信頼区間は 90% (Eveson et al 200 よ

り)。この指数はオーストラリア大湾の中心的な年齢である 2-4 才の SBT の合

成指数である。2001-04 年は調査は実施されなかった(CCSBT– ESC/0609/19、
図 1 より) 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 9. 標準化された相対的表層豊度推定値 (期間の平均に対してスケーリング) 。
(i) 会社 1、3、5 、6 (丸印)のモデルと(ii) 会社 1 と 6 だけのモデル(三角印)が
示されている。すべての月 (12 月 – 3 月)が含まれた。中央値と exp (予測値 + 
または – 2 つの標準誤差) が示されている(Basson and Farley 2006 より)。この

指数はオーストラリア大湾の中心的な年齢である 2-4 才の SBT の合成指数で

ある (CCSBT– ESC/0609/19、図 2 より) 。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



# 9 標識データ 
 
図 10.  SRP の通常型標識放流計画の 2003 年、2004 年、2005 年における 2、3、 
4 才魚の推定漁獲死亡率。推定値は 1 才魚の放流 (白い丸)、2 才魚の放流(三
角) 、3 才魚の放流 (ひし形)に基づいている。推定値は標識の装着者グループ

1、自然死亡率ベクトル 1、はえ縄の仮定上の報告率 0.65 に基づいている。死

亡率、脱落率、報告率の推定値を条件として、エラーバーは 90% のブートス

トラップの信頼区間を示している (CCSBT-ESC/0609/15、図 13、14、15 より) 。 
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# 9 標識データ  
 
図 11.  WA 及び SA における 1990 年代の RMP 通常型標識放流の放流位置と

はえ縄船から回収された再捕位置を再捕時の年齢別に示したもの(CCSBT-
ESC/0609/15、図 6 より)。 
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# 9 標識データ  
 
図 12.  WA 及び SA における 2000 – 2005 年の SRP 通常型標識放流の放流位置

とはえ縄船から回収された再捕位置を再捕時の年齢別に示したもの (CCSBT-
ESC/0609/15、図 4 より)。  
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追加の指標 
 
# 1 船団別の体長組成 
 
図 13.  ニュージーランドのチャーター船団の 2001 年から 2006 年までの SBT
の体長組成。2006 年のデータは予備的なものである (CCSBT-
ESC/0609/Fishries-New Zealand、図 7 より)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



# 1 船団別の体長組成 
 
図 14.  ニュージーランドのチャーター船団の 2001 年から 2005 年の SBT の年

齢組成を SC(2001 年) の成長曲線を使用したコホート分割法に基づいて示した

もの(CCSBT-ESC/0609/Fishries-New Zealand、図 10 より)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



# 1 船団別の体長組成 
 
図 15. 最近 7 年間(8 区は 6 年間)の RTMP データのノミナル CPUE のサイズ組

成を月とエリア別に示したもの (CCSBT– ESC/0609/40、図 1.4 より)。 
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図 15.（続き）  最近 7 年間(8 区は 6 年間)の RTMP データのノミナル CPUE の
サイズ組成を月とエリア別に示したもの (CCSBT– ESC/0609/40、図 1.4 より)。 
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# 1 船団別の体長組成 
 
図 16.  台湾の漁業のサイズ組成の推移(CCSBT– ESC/0609/SBT Fisheries – 
Taiwan、図3より)。2002年から2005年のサイズ分布の変化は漁場の変更によ

る。 
 



#7 成長率 
 
図 17.  放流年に対応させた再捕された魚の平均のフォン・ベテランフィ成長

率パラメータ (k) (= 185 cm と仮定して計算) 。平均値には放流期間が 30 日以

上の魚だけが含まれており、5 つ以上の観察があった平均値だけを示してい

る(CCSBT-ESC/0609/23、Fig 4 より)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


